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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼは、カルシウム誘導性シグナル伝達カスケードに属すると考えられています。転写調節に関与している可能性があります。微小管ダイナミクスの調節にも関与している可能性があります。in vitroでは、CREB1、CREBBP、PRM2、MEF2A、MEF2D、およびSTMN1/OP18をリン酸化します。カルシウム誘導性CaMKK-CaMK4シグナル伝達カスケードにおいて機能するカルシウム/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼは、主にリン酸化によって、免疫応答、炎症、および記憶の強化において極めて重要な役割を果たすCREB1、MEF2D、JUN、およびRORAなどの転写活性化因子の活性を制御します。胸腺では、T細胞の発生過程においてCD4(+)/CD8(+)二重陽性胸腺細胞の選択閾値を制御します。 CD4メモリーT細胞において、T細胞抗原受容体（TCR）シグナル伝達をIL2、IFNG、IL4の産生にリンクさせる（CREBおよびMEF2の調節を介して）。破骨細胞および樹状細胞（DC）の分化および生存段階を調節する。TLR4とBCL2の一時的発現の調節をリンクさせることでDCの生存を媒介する。海馬ニューロン核において転写活性化因子CREB1の「Ser-133」をリン酸化して、海馬における記憶の定着と長期増強（LTP）に寄与する。MAPキナーゼMAPK1/ERK2、MAPK8/JNK1、MAPK14/p38を活性化し、ELK1およびATF2のリン酸化を介して転写を刺激する。 CREBBP、PRM2、MEF2A、STMN1/OP18 を in vitro でリン酸化することもできます。
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	Jurkat 細胞溶解物における CAMKIV 発現のウェスタン ブロット分析。

